
学科名：

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状
況を評価する。 該当する項目につい
ては、セルを分割して、上段に中間報
告、下段に最終報告を記載する。

・ＨＰ等に、学生支援方針（キャリア
支援方針）を明示した。
・進路支援部門が2か所に分かれたこと
により、支援する学生の漏れがないよ
う情報共有を適宜行っている。

・ＨＰ等に、学生支援方針（キャリア
支援方針）を明示した。
・各学科、保育・教職支援センターと
の連携及び情報共有は、キャリア支
援・開発委員会や打合せ会等により図
られている。

・職員の資質向上を目的に、年に一度
は研修会等に参加している。
・正課、課外を問わず、低年次からの
キャリア支援行事を行い、職業観の涵
養等に努めている。

・専任職員は、自身の資質向上を目的
に研修会等に参加した。
・正課、課外を問わず、低年次からの
キャリア支援行事を行い、職業観の涵
養等に努めた。

・ガイダンスのアンケート結果は課内
で共有し、その都度改善に生かしてい
る。
・19卒の進路決定に関するアンケート
（大･短合計）では、内定先の満足度は
89.6％だったが、就職ガイダンス（内
容）の満足度は37.2％（「満足」と
「普通」の合計では97.2％）となっ
た。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）：

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

・職員の資質向上のため、キャリア
支援に関する研修会・セミナーに積
極的に参加する。
・1・2年次にはキャリアガイダン
ス、3年次(4・5年次）には就職ガイ
ダンス、4年次(6年次)にはフォロー
アップガイダンスを2月末までに実
施する。

・ガイダンスのアンケート結果を課
内で共有し、学生対応に反映させ
る。
・進路決定に関するアンケートの結
果の分析・検証を行い、課題につい
て対策を講じて学生の進路支援に対
する満足度80%を目指す。

・保育・教職支援センターの開設に
伴い、キャリアセンターの就職支援
内容について、各学科のキャリア支
援・開発委員の協力を得ながら学生
への周知を行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

・各学科と連携を図り、各ガイダン
スにおいて進路選択・就職支援の体
制及び内容を周知する。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

・キャリアセンター職員の資質向上
を図る。
・全学年を通じて、進路支援として
のキャリアガイダンス・就職ガイダ
ンスを実施する。

・各ガイダンスアンケート・進路決
定アンケートを実施し、結果を基に
自己点検評価を行う。



・ガイダンスのアンケート結果は課内
で共有し、その都度改善に生かしてい
る。今年度後半のガイダンスは、出席
率が50％を下回ることもあり来年度は
改善したい。
・19卒の進路決定に関するアンケート
（大･短合計）では、内定先の満足度は
89.6％だったが、就職ガイダンス（内
容）の満足度は37.2％（「満足」と
「普通」の合計では97.2％）となっ
た。20卒のアンケート処理は、新年度
を予定している。

①卒業後4年目の卒業生にアンケートを
実施した。

④雇用環境等の外部要因もあるが、19
卒の「実就職率（就職者数/卒業者数-
大学院等進学者数）」は、86.3％と
なった。

⑥障がい学生の就職支援では、学内で
は保健管理センター等、外部機関では
ハローワーク等との連携・協力を図っ
ている。

①卒業後4年目の卒業生にアンケートを
実施した。

④雇用環境等の外部要因もあるが、19
卒の「実就職率（就職者数/卒業者数-
大学院等進学者数）」は、86.3％と
なった。20卒においても、3月11日現在
で89.8％となっている。

⑥障がい学生の就職支援では、学内で
は保健管理センター等、外部機関では
ハローワーク等との連携・協力を図っ
ている。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、
卒業後アンケート・インタビューを実施し
て、大学運営改善に繋げる。②キャンパ
スアメニティの充実：施設設備の充実、
老朽化した設備の改修・更新、施設の有
効活用を推進する。③学生生活実態調
査活用：調査結果の解析を踏まえた課
題抽出、改善策を検討し、学生への周
知、改善を図る。④キャリア支援の強化：
キャリア教育充実、学内インターンシップ
制度の導入、就職率80％以上を達成す
る。⑤学生相談への支援体制強化：担
任制度による定期的な学生面談を徹底
し、メンタルサポート体制を強化する。⑥
障がい学生支援：障がい者学修支援体
制、施設の充実を図り、保健管理セン
ターの支援体制を強化する。

④就職率80％を目指す。
（就職者数／卒業者数)

⑥障がい学生の就職支援体制を整え
る。

④低年次からのキャリアガイダンス
などで職業意識の醸成を図る。

⑥障がい学生の就職支援のため、他
部署・外部機関との連携を深める。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

・ガイダンスのアンケート結果を課
内で共有し、学生対応に反映させ
る。
・進路決定に関するアンケートの結
果の分析・検証を行い、課題につい
て対策を講じて学生の進路支援に対
する満足度80%を目指す。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き抜
く人材を育成し、地域と共に輝
く大学」を目指し、全教職員がベ
クトルを合わせて下記の重点課題
に取り組み、目標達成に向けて努
力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

・各ガイダンスアンケート・進路決
定アンケートを実施し、結果を基に
自己点検評価を行う。


